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序

　胚の初期発生過程における組織化学的研究は，さき

に両棲類鶏胚等について，教室同人が報告したとこ

ろである．

　胚葉分化につづいて各器官の分化形成が行われる

が，私はロ腔器官たる歯芽の発生につき組織学的な追

言

求を試みた．

　人胎児乳歯の発生一その分化増殖に応じこの基質

系，酵素系の消長につき検索し，ここに報告すること

とする．

第1編　歯芽発生の概論

　歯牙は爪や毛と同様，高度に分化した細胞と細胞間

質からなる皮膚の附属器官である．

　歯芽発生の始まる時期に関しては，R6seによると

凡そ胎生35日，即ち胎児の長さが11mmの頃に，将

来の顎弩K：ieferbogenとなるべき部分の口腔粘膜上

皮が増殖肥厚することにより，歯芽形成が始まるとさ

れている．胎児が16～18mmになると上皮の肥厚増

殖部から歯帯Zahnleisteを形成し，口唇溝LiPPen

－furcheが認められて来る．次いで身長20mm前後

になると，この歯帯から乳中切歯，側切歯，犬歯及び

第1臼歯の歯芽を殆んど同時に発生し，胎児の座長が

35mmに達すると第1乳臼歯の遠心側において後方に

延長した歯帯の末端が外側に三って肥厚膨隆し第2乳

臼歯の歯芽を発生し，ここに20個の全乳歯の歯芽がみ
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られるようになる．

　歯芽発生は，上述の如く口腔粘膜上皮の一部の肥厚

増殖により三二を形成し，この歯帯が更に発育を進め

ることにより完成される．歯帯発育はその発育状態に

よって次の如き時期に区別されている．

　第：1期　上宝；期　Knospenf6rmiges　Stadium

　第2期　帽状期　KapPenf6rmiges　Stadium

　第3期　鐘三期　Glocken　stadium

　即ち，第1期は，顎堤を被っている上皮の基底層が

増殖し，将来の乳歯部に相当する場所が肥厚し，同時

に上皮の下にある間葉の結合織も亦増殖して表面の方

向に発育生長する．

　肥厚した上皮は次第に下に向って突出し，その先端

の上皮細胞の集団が歯蕾又は歯芽原基である．歯蕾と

表面の上皮との間には，やや細い上皮細胞索が連なっ

ている．これが帯電でこの上皮帯は，表面には殆んど

垂直であるが，顎堤には平行に走り，個々の歯芽原基

と結合している．（蕾状期）

　第2期では，歯蕾においては中心部よりも辺縁部が

早く発育し，これに反して結合織は歯蕾の基底部中央

において増殖する．この二つの過程によって上皮性歯

止の中央に陥凹を形成し，あたかも帽子状に上方から

覆う．この凹窩には結合織を含み，これを歯乳頭とい

う．　（帽斗出期）

　第3期は，鐘状の王法榔器が形成され，未だ硬組織の

形成が行われていない時期である．即ち晶晶期に引続

き歯面の辺縁にある上皮細胞の連続的な成長によって

歯蕾が盃状或いは鐘状になり，その内部に歯乳頭の結

合織を面している．釣鐘状の上皮性の構造物は将来二

面質を形成するから班榔器と呼ぶ．（鐘二期）

　次いで，砿榔器及び歯乳頭の分化が進み，更に石灰

沈着が加わり，磁螂質，象牙質の硬組織の形成をみる

に至る．

　歯芽の発生母地について・歯芽の形成は口腔粘膜

上皮，及びその周囲結合織の活綴な発育によるもので

ある．したがって外胚葉及び中胚葉の2種の異なった

組織より発生する．外胚葉に属する口腔粘膜上皮から

は，砿榔質及び砿螂質表面薄膜（Nasmyth氏膜）を生

じ，中胚葉に属する粘膜下結合織からは，象牙質，歯

髄，白聖質，歯根膜，歯槽骨を発生する．

第2編　実　験材　料

　実験材料はすべて入胎児を用い，胎生2カ月～4カ

月のもの137例について行った．その内訳は次の通り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
である．

　胎生2カ月；34体，胎生3カ月：57体，胎生4カ

月：46体であって胎生5カ月のものも少数例検索し

た．胎生後期に入ると歯芽の石灰化現象のために，組

織学的な操作が困難となる．したがって大体4カ月ま

でのものにつき下記諸物質の組織化学的検索を行っ

た．

　新鮮胎児標本を得て，頭部を分離し，夫々の組織化

学的証明法所定の固定法を実施した．頭部の前額，及

び水平方向に切断，連続切片を調製し，厚さ通常10μ

として観察した．

第3編歯芽発生の組織化学

以下8種の物質の組織化学的検索を行った．

　1．アルカリ性フォスファターゼ（Alk，　P－ase）

　2．カルシウム

　3．グリコーゲン

　4．Cyto1物質（糖蛋白体）

　5．RNA
　6．チスチン，チスティン

　7．チロジン

　8．塩基性アミノ酸類

P－aseは生体内の鉱物，含水炭素，脂肪，類脂肪，

核酸等の代謝に関与し，組織の発生過程においては，

その代謝の旺盛さに関連して消長する．特に高這にお

いては，その石灰沈着に重大な役割を演ずると考えら

れ，歯科領域における予防医学的見地からも重視され

るべきものであろう．したがって私は，諸物質の組織

化学的検：索の重点をP－aseに置き，多くの二三を用

いてP－aseの組織化学的動態を経期的に可成り精細

に追求した．そしてP－aseとの関連において，他の

無機，有機諸物質の消長を記載することとする．
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第1章アルカリ性フォスフ7ターゼー特に
　　　　歯噛石二化との関連性について

　§1．歯芽発生初期のAIk・Pase

　Phosphataseの名の下に多くの酵素が包含されて

いるが，その酵素作用の至適PHによりAlkaline

PhosphataseとAcid　Phosphataseを大別すること

が出来る．後者は未石灰化歯芽においては殆んど認め

ることが出来ないが，前者は歯芽発生の初期より，極

めて顕著な分布消長を観察し得る．

o　実験方法

　アセトン固定，低温パラフィン包埋，連続切片調

製，以下高松法にしたがう．

o　実験成績

　平射発育を前期の3期にわけ，経期的なAlk，　P－

ase消長を記載する．

　1）蕾今期　口腔粘膜上皮の肥厚及び粘膜下結合織

内への陥入が始まると，この部の粘膜のAlk，　P－ase

は他の粘膜部に比し，僅かに強い陽性度を呈して来
る畿中，基底細胞は次第にA1瓦P備，陽鹸を増

し，これに反し，基底細胞に接する結合織は黒陶に

Alk．　P－ase陰性化するのは特異的といえる．

　歯黒形成をみるに至るとAlk．　P・ase分布も，可成

り判然として来る．これを部位的に追跡すると，a）

上帯・持場鐸蠣の曜襟上皮より齢・接

近するに従い，次第に陽性度を増強し，ついに歯蕾に

移行する．b）歯蕾：歯蕾形成と共に，次第にこの

部の陽性度が増す．外班螂上皮及び砿螂髄は共に，大

体禰漫性に弱陽性を示している．内戦螂上皮は，他の

何れの時期においても陰性であるが，この時期におい

てのみ，弱陽性であるのは注目すべきであろう．しか

し，外壁榔上皮に比して，陽性度は低く，又両者の移

行部も不明瞭である．c）周囲の結合織：歯蕾に接

する周囲結合織はAlk．　P－ase陰性で町回に囲興して

いる．更にその外側部にすすむと，顎骨組織の形成と

相馬ってAlk．　P－ase強陽性部を認める．（写真2）

　2）帽状期　この時期におけるAlk．　P－ase反応は

蕾状期に比し一層の早咲をみる．歯四聖組成の分化は

蕾状期に比し一段とすすみ，概ね各組織を識別するこ

とが可能である．

　a）口腔粘膜上皮：大体前記同様に陰性であるが，

所により基底細胞に痕跡程度の陽性を示すものあり．

　b）歯帯：弱乃至中等度陽性を示す．即ちAlk．

P－ase陰性の口腔粘膜上皮より頸部の歯帯へと次第に

陽性度を増強し，陽性度の強い磁憩区帽へと移行する．

　c）舷瀬踏：

　①外王法榔上皮及び砿螂髄：全般的にAlk．　P－ase

陽性度高く，周囲を囲む中胚葉性組織より諮然と浮出

している．外王法螂上皮は所により濃淡の差はあるが，

将来砿榔髄となるべき部分と共に，球螂帽中国：強の

Alk，　P－ase分布を示している．砿野臥となるべき部

分は，分化の程度により細胞の排列の密なるもの或い

はやや疎なるものを認めるが，その細胞自体はAlk・

P－ase強陽性といえる．

　②内王法螂上皮：この部分はAlk．　P－aseは微弱

陽性～陰性である．内外磁螂上皮の移行は不明瞭で外

回榔上皮は隅角より更に内側に迄，延長している如

く，隅角部内側にもAlk．　P　ase反応の相当強度の部

位を認め得る．第4図に示すように，特等結節の部分

は目立って陰性を示している．このことは内王法榔上皮

細胞が王法榔髄に向って肥厚増殖しているのか，或いは

内王法螂上皮に接するこの部砿榔髄細胞自体がAlk．

P－ase陰性を示すのか不明であるが，この陰性像は帽

状期における班螂帽の特徴と想われる．（写真3）

　③歯乳頭：判然たる歯乳頭は，未だ形成されて

いないが，砿解物を取巻き特に内野榔上皮に接する部

では結合織が緻密となっている．Alk．　P－ase反応は

蕾同期に比し著明な変化は認められないが，未だ陰性

～微弱陽i生の程度である．この部に屡々毛細血管をみ

るが，その壁は，Alk．　P－ase弱陽性を呈している．

　d）周囲の結合織：　この時期において骨組織は既

に一部化骨しはじめ，Alk．　P－ase反応一様に強陽性

を呈している，（写真3，4）これをとり囲む結合組

織は骨組織に比して幾分陽性度は低いが，なお強度陽

性で，これが歯芽原基を包囲し，前述の将来歯乳頭と

なるべき部の陰性量に明瞭な境界を劃している．軟骨

組織については，メッケル氏軟骨は常に陰性である

が，上顎の軟骨は所により微弱陽性を示している．

　鐘状期以降については§3において記載する．

　§2．歯芽発生初期のCalcium

　歯芽発生経過にしたがってカルシウムの組織化学的

消長を検索することは，歯芽の石灰化現像を検討する

上，重要なことであろう．

　ここに記載するものは胎生初期（主として胎生4カ

月以前）の胎児歯芽であり，多くは蕾状期～鐘状期に

【　7　】
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至る経過のものである．この歯芽発生初期過程におい

ては，カルシウムの動態も著しくなく，組織化学上著

明な消長が話語されるのは，鐘状期の後期から象牙

質，砿品質形成期にかけてである．

o　実験方法

　Caの組織化学的証明法については，種々’報告があ

るが，岡本氏法によった．

　即ち純アルコール固定．Caの混入を防ぎ，Paraffine

切片とし，Alizarinrot　Sで染色する．

O　実験成績

　1）歯芽原基　口腔粘膜及びその突出たる歯芽原基

について，反応は一般に陰性，周囲結合織も同様陰性

である．

　2）蕾状期　一腔粘膜，晶帯，歯面において特に陽

性と認められる部位はない．一般に微弱陽性の程度で

ある．周囲結合織も陰性，わずかに血管内細胞成分が

微弱陽性を示す．

　3）帽状期　砿螂帽形成される時期に至り漸く，歯

芽原基もカルシウム反応陽性傾向を示して来る．外王法

榔上皮は，他部に比し，やや陽性度高い．周囲結合織

においても浦回原基を近接包囲する部位では，弱陽性

を示す．

　4）鐘状期　王法螂帽，原始歯乳頭共に前期に比し全

般的に陽性度増加する．即ち外王法螂上皮及びこれにつ

づくHertwig上皮鞘は中等度陽性，内訟螂上皮，砿

螂髄細胞の陽性度は極あて微弱である．歯乳頭の細胞

成分は中等度陽性，砿螂帽に近接する歯冠部歯乳頭は

更に陽性度を増す．周囲結合織は歯痛原基に比し，は

るかに陽性度低い．又近傍に現われた骨組織はカルシ

ウム反応強陽性で，赤紫色針状結晶状に出現してい

る．

　以上の如く，鐘二期に至るまでの経過ではカルシウ

ムの出現傾向は未だ微弱といえる．

　§3．融融発生後期のAIk，　P峨se

　歯磨原基各部位の細胞は急速な分化を遂げ，鐘状期

に至ると歯芽としての構造を可成り判然と具現するに

至る．

　次に図示する各部に分けてP－ase分布を説明する・

　①外溶血上皮：この部は外側に接するAlk．　P－

ase陽性度の低い結合織と明瞭に界して相当強度の

Alk．　P－ase分布を示している．鐘状期の初期におい

てはAlk．　P－ase陽性度低く，時を経るに従い次第に

強くなる．そしてAlk，　P－ase強陽性を示す王法榔髄の

第　　1　　図

／

①外硬鱗上皮　②王法　螂　髄
③内王法榔上皮　④内外王法榔上皮謙転部
　　　　　　　　　　　　（H：ertwig上皮鞘）

⑤歯乳頭（原始歯髄）⑥永久歯4芽

星状細胞の網状構造が，獄丁榔上皮に至って更に密な

網を形成する如くに移行し，外磁螂上皮はAlk．　P－ase

強陽性を呈している．　　　　　　　　　　　◎

　写真5では外々螂上皮は数層の細胞からなりAlk．

P－ase強陽性であるが，更に陽性度の強い王法螂髄の星

状網へと移行している．嘉応螂上皮と周囲結合織との

境界部には所々に細血管を認め，その部の外砿螂上皮

に凹陥がみられる．この細血管のAlk．　P－aseは可成

り強い．

　写真6，7では一見明らかなようにAlk．　P－aseは

著明に増強し，且つ外磁榔上皮はその湿度を減じ，磁

螂膀附近において最も厚く，二二に近づくに従い厚度

を減ずる．Alk．　P－aseも三下膀附近では強陽性であ

るが，陽性度を次第に減じっっ下縁に至る．

　写真8では外磁螂上皮の所・々に凹陥を認める．写真

9はやや後期のもので砿螂質並びに象牙質を形成しつ

つある．外磁螂上皮は前記写真6～8に比し，一層顕

著なAlk　P－are分布が認められる．

　②王法螂髄3砿榔髄も他の部と同様，鐘状期に入

って始めてその構造を明瞭とするもので，Alk．　P－ase

強陽性の外班榔上皮とAlk．　P－ase陰性乃至微弱陽性

の内字螂上皮に包まれている．細胞間は弛緩し疎霧と

なっているため，一見Alk，　P－ase陽性度低いと思わ

れるが，個々の細胞においては寧ろ外舷榔上皮よりも

Alk・P－ase陽性度強く，強陽性を示す中間層に匹敵す

るものである．時期的に鐘下期初期においては．舷榔

髄細胞の弛緩度が少なく，星状網の細胞間橋が太い

【　8　】
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が，細胞の分化と共に組織は弛緩し，一方Alk．　P－ase

陽性度は強化される．位置的には三二索（砿榔中隔）

部附近の二丁螂上皮に接する外側が星状網は密であ

り，Alk．　P－ase陽性度も最：も強い．内外砿榔上皮謙転

部に近寄るに従い次第に組織は弛緩しAlk，　P－aseは

弱化する．

　写真6及び7においては，写真5に比し雨冷髄組織

は著明に分化弛緩し，著明な網様構造をなしAlk．　P－

ase陽性度も強い．特に球榔膀より内鼠榔上皮中央部

に向う砿三二の部において著明である．

　写真8においては歯芽は一段と分化し網様構造の吊

眼は非常に大となりAlk．　P－ase反応は一層増強して

いるが，網眼が大となったため，一見A五k．P－ase弱

化したかの感を与える．又網眼中に何らかの内容物を

有するが如くAlk．　P－ase反応微弱乃至弱陽性の砂粒

状小鼻粒の充満するのを見る．Alk．　P－ase陽性度は前

述の如く濡濡民部にやや強く，Hertwig上皮鞘に近づ

くにしたがって弱化するがその差異は著明でない．

　写真9では砿榔髄は次第に狭小となり，網眼の網様

構造に沿って砂粒状感受の存在を認め得る．これを拡

大すると写真10のように，油滴髄中心に中間層及びこ

れに接する砿榔髄細胞に顕著に砂粒状穎粒を認めるこ

とが出来る．この穎粒は内油滴上皮の閉鎖網を境界と

して内面馬上皮内には全然認められない．

　③内磁螂上皮：内王法螂上皮のAlk．　P－ase反応

は陰性乃至痕跡陽性である．即ち前述の帽状期におけ

る砿榔結節部のAlk．　P－ase陰性像より，鐘状期に入

り内品品上皮の分化形成，更に高這質形成に至るま

で，終始Alk．　P－ase陰性乃至痕跡陽性を呈するのみ

である，しかし内田富上皮に接する中間層は常に著明

なAlk．　P－ase陽性像を示している．

　写真4においては，所により多少の濃淡はあるが一一

般にAlk．　P－ase痕跡陽性程度で，わずかに内応螂上

皮細胞核が濃いようであるが識別困難iである．内砿榔

上皮細胞の歯乳頭に接する部に弱陽性の連続せる一線

を見るが，これは内寸榔細胞の内閉鎖網であろう，中

間層は多少の差異あるが一般に著明な陽性像を呈し，

わずかに陽性度を減じつつ砿榔髄へ移行する．

　写真5，6では砿螂髄が帯状の網様構造に移行し中

間層の形成が判然として来る．Alk　P－ase強陽性の中

間層と同じく著明な陽性を示す歯乳頭の間にAlk．　P－

ase陰性乃至微弱陽性の一帯をなして内砿螂上皮が介

在する．歯乳頭に接して内閉鎖網と思われるAlk．　P一

ase陽性の細線を認め，その二三頭側にAlk．　P－ase

弱陽性のTomes氏突起と思われる構造を認める．こ

の突起は歯乳頭境界部のAlk．　P－ase強陽性の線状物

に移行する．内砿榔上皮は内外敢榔上皮に近づくにつ

れて陽性度を増して行く．

　写真8では内閉鎖網或いはTomes氏突起と思われ

る部分に線状に比較的強度のAlk，　P－ase陽性部が認

められる．対照のヘマトキシリン・エオジン染色標本

においては何ら線状物は認められず，わずかにTomes

氏突起にヘマトキシリンに染色せる部分を認める．こ

のAlk・P－ase陽性の線状物は内閉鎖網であるか，或

いはTomes氏突起の一部であるか，又これが果して

油壷質馬面膜の前段階であるか不明である．

　写真9においては砿螂質，象牙質の形成をみるが内

三音上皮（砿榔質形成細胞）の核はAlk・P－ase痕跡

陽性を示し，それを囲む胞体は無構造でAlk　P－ase

陰性である．それに接してAlk．　P－ase強陽性の新生

の珠螂質をみる．面面質の構造は，既に訴状の一理を

認めるが，未だ砿榔稜柱の如き著明な構造は認められ

ない．内尊容上皮と象牙質との境界はAlk　P－ase強

度に現われ黒色の線をつくる．この直線は島式質形成

の厚い部分に特に顕著である．

　④内外砿榔上皮謙転部（Hertwig上皮鞘）：内

膏雨上皮より外王法榔上皮へと丸く鈍に移行する鐘状期

初期より，菲薄化してHertwig上皮鞘となり結合織

中に深く嵌入して歯乳頭を包囲するに至るまで，その

形態の変化に応じて，Alk．P－ase発現にも消長が認め

られる．

　写真5では，舷螂質の山芋は鈍で結合織中に浅く入

り込んでいるが，Alk．Pase陰性の内砿螂上皮は鐘縁

端より外側へ延長し，Alk．　P－ase中等度陽性の外磁榔

上皮に移行している．この部の磁榔髄の星状網は密で

はあるが，Alk，　P－aseは他部に比し陽性度が低い．

　写真6，7では，融転縁は菲薄となりHertwig上

皮鞘としての形を呈して来る．内磁榔上皮は陰性であ

るが，鐘縁端ではわずかに弱陽性を示す．敢心髄は

細く帯状に介在するがAlk．　P－aseは他部に比し弱化

し，又中間層は縁端に行くに従い菲薄となり，その存

在が不明瞭となる．

　写真7に至ると明瞭な上皮鞘となり，内外2枚の薄

い細胞層に包まれた鞘の形をとり，Alk．　P－aseは微弱

陽性である．内尻高上皮は鐘縁に向って次第に排列不

整となり遂に1層の細胞列となって縁端に至り，ここ

【　9　】
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でAlk．　P－aseはわずかに増強する．外側は一部排列

不鮮明で歯嚢となるべき結合織との境界の識別は不明

である．

　⑤歯乳頭：第4図では未だ歯乳頭というべきも

のを認めず，写真5において始めて歯乳頭の形成をみ

る．写真5では磁榔器に囲続された歯冠部歯乳頭は

Alk．　P－ase強陽性を示し，基底部歯乳頭は歯冠部より

やや陽性度が弱い．この期における歯乳頭は血管に乏

しく所々に小なる血管を散見するに過ぎず，血管壁の

Alk．　P－aseも著明なものを認あない．磁心器を被う歯

嚢は延長して基底部歯乳頭を外側より囲面し，相当強

度のAlk．　P－ase陽性を示し，周囲の結合織より判然

たる境界を形成している．

　写真6，7では，歯冠部歯乳頭のAlk．　P－ase陽性

度は更に強化し，一方基底部歯乳頭では著しくAlk．

P－ase減弱し殆んど陰性となる．歯冠部のAlk・P－ase

は歯根部に近づくにつれ次第に減弱するが，特に砿磁

器の終辺附近において急速に陽性度減退する．したが

ってこの部で可成り判然とした境界が認められる．歯

嚢の結合織線維は増加し，Alk．P－aseも増強する．切

端及び咬頭広蓋乳頭では，著しい網様構造を認め，ヘ

マトキシリン・エオジン染色では大型の造島細胞と認

められる細胞多く出現し，そのAlk．　P－ase反応は弱

陽性である．歯乳頭内の血管は顕著に増加し且つ大な

るもの出現し，切端，咬頭部の内証榔上皮に近い部に

おいては多数の血管を認める．血管壁は相当強度の

Alk．　P－ase分布を示している．　Alk．　P－ase陰性の基

底部歯乳頭内に相当大きな血管が出現し，血管壁の

Alk．　P－ase強陽性が浮出している．この期では歯芽周

囲の骨組織の形成が急速にすすむため歯芽基底部を取

り囲んでAlk．　P－ase強陽性の部位を認める．

　写真8では，次第にP－ase強くなり，特に智歯細

胞或いは間質のP－ase増強し，　P－ase強陽性の網状

態の形成をみるに至る．この像は歯乳頭の中特に切端

或いは咬頭吊身象牙質形成の早い部に著明に認められ

る．面この部において予成象牙質の前段段階ともみら

れるP－ase微弱陽性の無構造物が内晶出上皮に接し

て存在するのをみる．この時期における一つの特徴と

して歯乳頭の造歯細胞より内叢榔上皮のTo田es氏突

起に向って請状に細かい線維が走りやや明るい帯状の

層を形成している．H．　E．染色標本ではわずかにエオ

ジンに好出する無構造の明るい帯状部をなし少数の細

かい線維を散見する．第10図は，P－ase標本強拡大で

あるが，この細線維は歯芽発生の或る時期に鍍銀標本

で認められるKorff氏線維と同一のものではないか

と思われる．

　象牙質及び砿榔質の形成をみる第9図では歯乳頭は

可成り異なった様相を示してくる．即ち歯乳頭の外層

には象牙質或いは予成象牙質の形成を認め，その外側

は砿榔質或いは内砿榔上皮に接続している．予成象牙

質に接する歯乳頭の最外層は非常に二二な網様構造を

示し，その大部分は造歯細胞より成る．その細胞核は

歯乳頭側に存在し，その胞体は二成象牙質に二って太

鼓のバチ状に細長く延長し顕著なP－ase反応を示し，

所により小台粒子は砂粒状のP－ase強陽性物質を含

有している．追試象牙質に接する造出細胞は内面榔上

皮細胞の如く整然たる排列はみられないが，他の部に

比較すれば遙かに規則的に排列している．P－ase強陽

性を示す造寺細胞はP－ase陰性乃至微弱陽性の予成

象牙質に移行し，1個の造歯細胞より一細管を出し，

この細管は予成象牙質より遙かにP－ase強く，縞模

様を形成して象牙質に向って走る．歯乳頭中心部は写

真6，7と同様P－ase陽性度強く，その中には多く

の周縁P－ase強陽性を示す大いなる造歯細胞を認め

る．この造歯細胞は歯乳頭辺縁に近寄るに従い，その

数を増加し，P－ase陽性度も強化する．

　⑥　永久歯4芽原基：本検索においては，脱灰操

作を行わずに切片作成可能な時期における胎児の乳歯

々芽を対象としているのでここに認め得た永久歯々芽

も4ヵ月胎児卜わずか3例に認めたに過ぎず，したが

ってこれを以て直ちに永久歯々芽を云々することは不

可ではあるが，乳歯の交換歯として乳歯々芽に附帯し

て発生する故，一部所見を記載する．永久歯々芽原基

は写真11，12にみられるように，歯面の延長が舌状を

なし所謂「上皮舌」の形態をとっている．P－ase反応

陽性度は乳歯4芽原基に比して弱いが，歯帯に比して

やや強陽性を示す．又永久歯二心原基のP－ase分布

は乳歯4芽の蕾状期のそれと類似している．

　§4歯芽の石灰化とAlk．　P－ase一壷珊質並びに

　　　象牙質の初期石灰化の状況

　乳歯の石灰化は胎生17週にして始められるといわれ

るが，顎骨の発生は上顎においては3カ月頃，下顎は

それよりも早期に発生をみるといわれる．本検索雨

中　比較的胎生後期のものにおいて乳歯4芽石灰化の

初期過程を認め得た．

　a）磁螂質について：王法晶質の石灰化は，象牙質

【10】
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との境界部から始まり，Alk・P－ase染色によると先ず

この部に顕著な1本の線を認めることが出来る．この

線に接して造球榔細胞（内晶晶上皮）が存在し，この

細胞より均質な治跡愚民が形成されつつある像がみら

れる．珠榔稜柱はピラミッド状に並び，その尖端に特

にP－ase強き部分を認め，これが石灰化部へ移行す

る．造砿螂細胞は未石灰化部ではやや排列不整である

が，石灰化を開始せる部では，その核は中間層に接し

て整然と一列に並んでいる．核周囲はAlk．　P－aseや

や強化し核内には繊細な網状構造を認める．

　b）象牙質について：

　①原始歯髄（歯乳頭）歯乳頭は非常に霧粗とな

り造歯細胞を多く認め，池魚象牙質に接する部では造

歯細胞層を形成する．この造歯細胞層は中心部歯乳頭

に比し，Alk．　P－ase反応著しく強である．

　②　予成象牙質　この部は造歯細胞層に接して存在

するが未だ石灰化現象は認あられず，又Alk．　P－ase

も陰性乃至痕跡陽性程度である．又Hamatoxylin－

Eosinで染色すると単にEosinに紅染し，　Hamato－

xylinには染らない．品品象牙質は言忌質よりさきに

形成されるのであるが，しかしその石灰化は却って磁

螂質よりも遅れて現われる．造歯細胞は予成象牙質中

に細管を出しAlk．　P－ase反応を行うと細い褐色線を

形成し，西成象牙質に縞模様をつくる．この褐色線は

石灰化象牙質の歯細管に移行するものと思われる．切

片調製の方向により細管が横断された場合には三二象

牙質中に蜂窩状に小島を認め，小言の周縁又は内腔に

Alk．　P－ase陽性の黒色細穎粒を認める。

　③象牙質二成象牙質とは対照的に非常に顕著な

Alk．P－ase反応を示す．象牙質の石灰化作用は二成象

牙質に石灰塩が大小種々な球状をなして沈澱すること

によって行われるものである，この二一成象牙質は歯

髄から：最も遠く離れた境界部から石灰化し始める．こ

の二成象牙質の境界（辺縁）は脱灰切片では，Hamato・

xylinに濃…紫色に染り，又Alizarinrot　SによるCa

反応も強陽性である．象牙質の基礎質に微細な石灰球

が多数に沈着し互いに癒合する：場合には石灰沈着層が

無構造等質性のものとして現われる．又石灰球が粗大

で癒合が一一様に行われないときは石灰質の間に未石灰

化基礎質である予成象牙質が残存する．Alk．P－ase反

応によれば象牙質形成初期においては誌面象牙質中に

Alk，　P－ase陽性の頼粒状象牙質が形成され，これが合

して団塊状となり，更に融合して象牙質を形成する過

程をうかがうことが出来る．（写真13，14）三二象牙

質との境界は隠然としているが，その形状は象牙質の

形成が進行したものでは晶々直線的に，それより幼若

なものほど凹凸不平となる．形成された象牙質には予

断象牙質中の細管の連続と思われるAlk・P－ase陽性

の細管を認め，これは縞状に砿螂質に二って走る．こ

の細管は又横方向に細小管構造物で互いに連接してい

る．これらの中にAlk．　P－ase強陽性，光輝を有する

小願粒を珠数状に認め，石灰化部に二って次第に穎粒

の大きさと数を増加する．

　§5　小　括

　上述のAlk．　P－ase及びCaの組織化学的検索の結

果をまとめると第2，3，4図，第12，3表の如

くになる．

　蕾盛期から鐘宮司に亘り，各部二二にAlk・P－ase

出現度を比較してみよう．

O　歯帯　蕾状期では（÷）～（＋），帽状期では（＋），

又珠榔帽に近い部位ほど陽性度強となる．

○　外砿螂上皮　蕾出座で（十），帽口無では（什）で

磁性適中最強，周囲の中胚葉性組織より遙かに強い．

鐘状期に至り更に陽性度を増し（柵）となる．

O　敢榔髄　大体外砿榔上皮と同様の　Alk．　P－ase

発現態度を示す．蕾庇蔭：（＋），帽状期：（十十），細

胞排列の疎密により濃淡認めらる．鐘状期：この期

になると歯芽構造が可成り翻然とし，砿榔髄星状網は

（柵）を示し就中砿榔索の部は最も強い反応を示す．

O　内典螂上皮　外班榔上皮，砿榔髄は相当程度の陽

性を示すに拘らず，内砿螂上皮は全期を通じて陰性又

は微弱陽性である．詰責期においてのみ弱陽性を示す

のは特徴的である．帽状期では（÷），又班榔結節部

は全く（一）てある．鐘三期に入っても大体終始一貫

（一）～（÷）である．更に砿榔質形成のすすんだ時期

のものでは，内敢榔上皮（砿榔質形成細胞）の核は

（÷），細胞体（一），形成された砿榔質（粁）を示して

いる．

O　歯乳頭　蕾二期では未だ歯乳頭が形成されていな

い．帽小高に入り内蝕螂上皮に接し砿螂帽を取り巻く

結合織は未完成の歯乳頭と見倣される．この部の毛細

血管壁は（＋）であるが他の部位は（一）～（÷）であ

る．鐘状期では一般に（十十）を呈する．特に歯冠部歯

乳頭（十十），基底部歯乳頭は（十）～（粁）を示す．時期

の経過と共に乳頭部の血管増加し特に歯冠部に近く多

く存在し，その壁は（椙）を示す．又次第に歯冠部の

【11】
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陽性傾向，基底部の陰性傾向が強くなるようである．

　カルシウム反応については，懇懇発生の初期即ち鐘

三期以前においては，全般的に陰性～弱陽性の程度に

過ぎないが，鐘状期の後期に入り象牙質，砿榔質の分

化をみるに至り飛躍的に増強する．（第2，3表）

　象牙質，砿螂質の形成期においてはAlk．　P－ase反

応と石灰沈着像と平行関係を認める．即ち石灰沈着を

認める象牙質，球螂質はAlk．　P－ase強陽性（柵），

又象牙性形成に重要な役割を演ずる継歯細胞のAlk，

P－ase強陽性（柵）で，石灰化のみられない予成象牙

質は（一）～（÷）程度である．（第3表）

　　第2図

歯牙原基

1）　一欄

Alk．　P－aseの分布図

　　　　　　　口腔粘膜
　　　　　　歯芽原基（基底部に近く
㌧／　（＋））

蕾三期

蕾巧犬；期→帽1犬期

4）

（±）

　　　…一一一一一外回榔上皮（丹）

　　　　　　”陶…一内王法榔上皮（±）

帽状期

5）

6）

　　　・一一…一一・外王法螂上皮（甘）

　騒ぎ　　　　　…一一一・王法　榔　髄（什）
、き．y畝’、》

噸簿…獺結節（一）

鐘年期

2）

嚇∬畠…榊離歯　）

凋　　　　榊

　！’…轍王法螂索（柵）
♂り○

　一一一一一外回榔上皮（冊）

7）

㎜一u（一｝

3）　＿＿＿

羨

，箋

坤　卿… 普@蕾（十）

畿　㌔

毫轡脚駕一

一一一一
O王法螂上皮（柵）

　一一一一王法　螂　索（柵）

一一一一一一 ¥成象牙質（一）

＿．＿．
蕪茁ｪ（原始歯髄）

　　　　　　　（什）～（＋）

　　　第3図　見回質，象牙質形成時における各層「フ」反応出現度

8） 訣結`鋤一三騒（＋）一（＋＋）
　噸毎乾こ，㌦、二二毎噂“甲脚一一中間層（什）

　　・1’1、熱雀躍ゼ握　　　　　　　　　　　…・一造舷榔質細胞核：（±）～（±）原形質（一）

　　　　　　　　　　　一…Tomes氏突起
　騰霧繍　……敢狼幽（＋＋）

難魏鷲一三質（石灰化層畑）

…一一 ¥成象牙質（一）～（±）

一…一 ｢歯細胞（十十）～（柵）

・一一 武総ﾗ胞（十）

【12】
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　　　第4図　Caの二布図
1歯牙原基　　　∬解状期

皿：帽凶冷 IV鐘工期

麟一．塾一（÷）
鱗隷…………・琴…………　義…li響凝享； 　　（＋）

護、一一一一一（＋）

第1表　Alk　P－aseの分布表

口腔粘膜上皮

歯　　　帯
歯　　　蕾

外回三三皮
内王法螂上皮

Hertwig上皮鞘

砿　王郎　髄

歯　乳　頭
周囲結合織

蕾三期

（÷）

（÷）

（十）

（＋）

謹聴期
前矧後期

（÷）

（十）

（十）

（÷）

（÷）

（針）

（∴）

（十）

（∴）

（十）

（什）

（∴）

（÷）

（什）

（÷）

（十）

鐘二期

前剃後期

〈∴）

（＋）

（什）

（∴）

（÷）

（柵）

（・H・）

（什）

（∴）

（＋）

G什）

（∴）

（十）

（柵）

（柵）

（什）

第2表Caの分布表
｝．帽三期

歯　　‘蕾

外嫌榔上皮

内鍵榔上皮
Hertwig上皮鞘

王法　榔　髄

歯　乳　頭
周囲結合織

口腔三三上皮

歯　　　帯

蕾三期

（一）

（一）

（一）

（÷）

（÷）

（÷）

（÷）

（÷）

（一）

（÷）

（÷）

（÷）

（÷）

（÷）

（一）

（十）

（十）

（＋）

（＋）

（＋）

（÷）i（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（十）

（柵）

　　　　」鐘已
前則早撃劃後期
（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（「）

第3表　敢榔質，象牙質形成期の

　Alk，　P－ase，　Caの分布表

王法　榔　髄

中　間　層
造砿榔細胞
王法　榔　質

象　牙　質
三三象牙質

造歯細胞
歯髄細胞

Alk，　P－ase

　　（＋）

　　（梓）

（÷）～（十）

　　（什）

　　（柵）

　　（一）～（÷）

　　（料）

　　（十）

Ca

（÷）

（＋）

く÷）

（柵）

（柵）

（一）～（÷）

（＋）

（＋）

【13】
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第2章　その他の諸物質の組繊化学

　§1．ヴリコーゲンについて

　歯芽発生過程におけるGlycogenの消長を組織化学

的に検：索する．

O　実験方法　Best氏カルミン染色法により行う．

対照として同一標本について唾液処置を行ってGly・

cogenを決定した．

o　実験成績

　歯芽の発生経過を次の3期，即ち蕾状期，帽状期，

鐘状期に大別し，各期についてその所見を記載する．

　1）景状期　1コ腔粘膜の重層扁平上皮は強陽性で細

胞質内に塊状にGlycogen頼粒が累積している．基底

細胞層において特に陽性度著しい．上皮細胞の核は陽

性度低く陰影状に認められる．歯帯部では一般に基底

膜側の細胞質が強領し，特にロ腔粘膜に近い程著し

い．歯蕾に近づくにつれて基底膜の陽性度低下し，歯

蕾においては内部の細胞群が周辺部の細胞群に比し剥

染するようになる．この傾向は，後の時期において歯

帯，外磁螂上皮が強陽性，内陣螂上皮がそれに比し陽

性度低いことと対比して考察すれば，やや興味ある所

見といえよう．

　2）甲状期

　ロ腔粘膜及び歯帯：前期に次ぎ各部位中最も陽性

度強い．歯帯では原始歯芽に近づくにつれて次第に陽

性度低下し，弱陽性の上皮細胞中に強陽性のものが散

在する傾向がみられる．

　外界榔上皮は一般に強陽性特に内磁螂上皮の謙転部

において強い．内耳榔上皮は中等度陽性，敢榔髄は周

囲の砿螂上皮よりも淡染性であるが，内外融螂上皮の

移行部で上皮の陽性度上昇と共に強陽性野台を包蔵せ

る細胞が集団を形成する像を認める．

　歯乳頭はこの期では未だ判然としないが，歯芽原基

を取り巻く周囲結締織と共に弱陽性を示す．内層榔

上皮に近接する歯冠部歯乳頭は組織構造緻密で且つ

Glycogen陽性度もやや高い．

　3）鐘状期　口腔粘膜上皮，歯帯は依然としで陽性

度強し．弾帯においては，強陽性細胞と弱陽性細胞が

混在し，口腔粘膜側の強陽性傾向も前の期と大体同様

である．

　外砿榔上皮は一般に回状期よりも陽性度低下し，

内砿螂上皮との間にみられた陽性度の差異も次第に

不著明となり細胞質内に赤色穎粒少数に認めうる．

Hertwig上皮鞘においても特に著明な所見を得ず，

かえって内外球榔上皮に比し淡回しているようであ

る．内王法螂上皮は中等度陽性，遊離端側においてやや

強い．敢脳髄は細胞成分粗なため一見微弱陽性の如く

みられるが，細胞質内に強陽性穎粒を包蔵する細胞が

散在する．

　歯乳頭は弱陽性，歯冠部又は基底部等部位による差

異をみない．乳頭と内砿榔上皮の間隙には不定形の

GlycOgen陽性の頼粒を認める．

　以上の結果を総括して表示及び図示すれば次の如く

になる．

　　　’　第4表グリーゲンの分布表

ロ腔粘膜上皮
歯　　　　　帯

歯　　　　　蕾

外砿溝上皮
内王法螂上皮

Hertwig上皮鞘
王法　　螂　　髄

歯　　乳　　頭

周囲結合織

鱗状期

　（柵）

（柵）～（什）

（什）

　　　　コ

帽状期鐘状期
　　　1

（柵）

（什）

（甘）

（十）

（甘）

（十）

（÷）

（÷）

（粁）

（十）

（十）～（＋）

　（十）

　（十）

　（÷）

（÷）～（∴）

　（∴）

　第5図　グリコーゲンの分布図
歯　牙　原　基

蕾　状　期

・搬’囎噸…馬（冊）

帽　状　期

’　一（柵）

ム

一一一
秩i十十）

一一一一一 i十）外磁榔上皮

一（十十）Hertwig上皮鞘

（＋）内舷螂上皮
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　　　毫

慧驚響躍＝調
　　　腐灘難韓紅
　　　鐙騨響つ…釣～（÷）

　　　　、

　鐘　状　期

塵鴛縦

　§2．チトール物質（糖蛋白体）について

　所謂　Cytol物質，即ち過ヨード酸Schiff反応

（Cyto1反応）陽性物質について検索する．　Cyto1陽性

物質は種4の糖蛋白体，その他多糖類等を包含するも

のとされている．この組織化学的方法は教室の大原

（1949）により創案された．生体内には各種の糖蛋白

体が含有され，それを構成する炭水化物は主として

Polyalcohol乃至Polysaccharideであって，それら

は酸化剤により℃HOを生じ，これに亜硫酸フクシン

呈色反応をうるものである．

o　実験方法　ホルマリン又はアルコール固定の胎児

頭蓋切片につき。過ヨード酸Schiff反応を実施する．

O　実験成績

　1）蕾状期　口腔粘膜上皮細胞の原形質内特に細胞

境界部においては，陽性度高くCytol陽性物質が累

積する．原基としての上皮突起も強陽性であるが，ロ

腔粘膜との間には．特に著明な差異を認めない．

　歯蕾形成を認めるようになると，豪州部において

は，基底細胞層特に基底膜は極めて陽性度高く，歯蕾

内部の陽性群はロ腔粘膜部に比し，陽性度やや低いと

いえよう．基底部の陽性度は歯蕾部において最強，歯

帯部からロ腔粘膜へと移行するにつれて次第に低下す

る．

　2）帽三期　口腔粘膜及び歯帯に関しては大体回状

期と同様である．

　磁螂帽は口腔粘膜及び歯帯に比すれば，全般的に陽

性度低く追回性である．

　外舷榔上皮は中等度陽性，歯帯に近づくにつれて強

染性となる．内敵螂上皮細胞層では乳頭対向遊離縁に

おいて可成り強染する二二が集積している．砿螂髄細

胞は中等度陽性，星状の細胞質の強陽性のものも散在

す．

　3）鐘状期　口腔粘膜，歯帯は依然として強陽性を

持続す．

　外回榔上皮及びそれに近接して密集する王法螂髄細胞

は可成り強度に出現す．磁螂髄細胞の陽性度は前の回

状期に比しやや増強し，美しい網様構造を認める．内

磁螂上皮は弱陽性，乳頭対向の遊離端に沿って（後の

トームス氏突起に相当する），可成りの程度にCyto1

物質出現す．

　歯乳頭は微弱陽性を示すに過ぎず，個4の細胞形態

も殆んど認め得ない．周囲結合織は中等度陽性，歯乳

頭よりも可成り強度で歯芽原基を包囲している．下顎

又は上顎において軟骨組織を認めるが，この軟骨細胞

原形質は強陽性を呈している．

第5表　　Cyto1物質の分布表

口腔粘膜上皮
歯　　　　　帯

歯　　　　蕾

外砿榔上皮
内鉄螂上皮
Hertwig上皮鞘

王法　　螂　　髄

歯　　乳　　頭

周囲結合織

蕾状期

（粁）

（什）

（十）

手函期

　（甘）

（十）～（＋）

（什）

（＋）

（什）

（＋）

（÷）

（十）

鐘状期

　（什）

（十）～（＋）

（什）

（十）

（甘）

（十）

（÷）

（十）

　　　　第　　6　　図
歯　牙　原　基

馨熱鷺魚㌦・一一一（柵）

蕾　状　期

【15］
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帽　状　期

一一一一
i十十）

（十）～（粁）

㌦　　一一闇（十十）

鐘　状　塞

ぐ鋤㌧’・擁捻一一…（什）
　　　　　　二逢’

　　　　啄詩韻

携粥
諺
　　　’　　衡

一一一一一一一一一
i→二）

雪ぞ霧　　一一購曜｝一一（什）　せみ
一応一一一一一（→・）

…纏幽一一一（十）

…一一 i粁）

｛’“ i÷）

　§3．RNAについて

　リボ核酸について組織化学的検索する．組織内のリ

ボ核酸の意義に関しては必ずしも明らかではないが，

急速な発育，分化を示現する歯芽発育過程における

RNA消長を検討することは興味あることであろう．

○　実験方！法　ホルマリン及びアルコール固定の胎児

頭蓋（1～4カ月）についてUnna－PapPe旦heiln氏

の　Methylgrun－Pyronin　染色を行う．対照として

Ribo且uclease処置，及び稀塩酸加温による水解処置

を行ってRNAを決定した．

0　実験成績

　1）蕾状期　隠蟹粘膜上皮は一般的に陽性度強いが

特に基底細胞層において強い．

　口腔粘膜より突出した歯芽原基が歯帯を形成しつ

つ粘膜下に伸長するが，これと共にこの部細胞内の

RNA出現度も漸次増強す．歯芽となるべき回状に膨

大せる部は歯磨に比し旧染し，辺縁の基底細胞層が特

に強陽性を示し，原形質内に引染頼粒を累積してい

る．

　2）斑状期　ロ腔粘膜特に歯磨部の陽性度はこの期

に至り，前の帽状期に比し低下の傾向を示す．この期

において磁榔帽が形成され，職螂上皮及び王法螂髄が分

化するに及びRNAの分布が可成り特徴的となって来

る．即ち細胞高の高い内王法螂上皮の初期乳頭に対向す

る遊離側端において強く，特に内外砿螂上皮の謙転部

（Hertwig上皮鞘）では細胞質内に多数の旧染頬粒を

みる．外購榔上皮は内職螂上皮に比して弱く中等度陽

性である．初期歯乳頭では密集する間葉性細胞原形質

内に弱陽性に出現す．

　3）鐘状期　RNA出現態度は，帽三期に引きつづ

き，大体同様の傾向を示す．

　歯帯，口腔粘膜は更にやや陽性度低下し，内王法榔上

皮の遊離端側及びHertwig上皮腫は依然として陽性

度最も高い．王法榔髄は細胞成分が疎であるが，星状の

細胞突起には可成り強度にRNAが現われる．外・内

砿螂上皮に接近した部位では砿螂髄細胞密集している

ため見掛け上，陽性度高いようにみられる．

　歯乳頭の細胞も陽性であるが，王法螂髄細胞に比して

弱い．

　周囲結合織及び幼若な間葉細胞原形質にもRNAが

弱陽匪に認められる．

　　　　　　第6表　RNA・の分布

口腔粘膜上皮

歯　　　　　帯

歯　　　　　蕾

外鉄螂上皮
内応螂上皮
王法　　榔　　髄

Hertwig上皮鞘

歯　　乳　　頭

周囲結合織

蕾状期

（十）

（什）

G十）

門地期

（＋）

（十）

（号）

（絆）

（十）

（珊）

（＋）

（＋）

鐘状期

（＋）

（＋）

（什）

（十ド）

（十）

（柑・）

（十）

（＋）

第7図RNAの分布

蕾　状　期

チ’諌’”∫ノ

嘱…一一騨 i十）
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帽　状　期

簾趨、、・、
　　　　　、、外

　　　　簿

慧　三三ご1ゴー一（＋）

　一一一一一一（十）

一一一一一一一
i粁）

…一一一一 i柵）Hertwig上皮鞘

（暮）
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　§4．三三アミノ酸について

　蛋白結合性含硫アミノ酸の組織化学的証明法として

は，Nitfoprusside反応，　Ferricyanide法，　Ditetra－

zolium民法等あげられるが，本教室大原・倉田によ

る鉛墨反応を応用せる鉛解法は最もすぐれたものと思

われる．

　入胎児頭部を10％Formalinにて固定後，酢酸鉛，

氷酸化カルシウム，ヒダントイン含有の反応液に浸し

60～80。C，15時間反応せしめる．後Paraffinに包埋，

切片を調整して鏡検した．

O　実験成績

　1）蕾状期　ロ腔粘膜はその下層の結合織に比し強

陽性，特に基底膜に近づくにつれて強くなる．歯芽原

基としての粘膜上皮の突出部も同様基底膜に近接して

細胞内に黒色陽性頼粒の集積をみる．歯蕾形成と共に

三三及び離離部の上皮細胞は他のロ腔粘膜上皮に比

し，陽性穎粒出現度強で，特に基底膜側において著明

となる．一般に細胞核又は核膜に一致して穎粒沈着強

いようである．周囲の結合織の態度は前期と同様微弱

陽性である．

　2）帽二期　本反応強陽性を示す歯蕾部が帽子状に

変形，即ち叢螂帽形成と共に内外球螂上皮及びこれに

包まれる王法榔髄細胞の陽性度が更に上昇する．外回螂

上皮の陽性度最も著しくやや粗大の頼粒が沈積する．

内砿螂」＝皮は，一般に円柱状を呈し，この胞体内には

微細黒色穎粒が沸漫性に存在する．歯乳頭の原基は弱

陽性で，微細穎粒の散在をみる．

　3）鐘状期　ロ腔粘膜，下帯については，前期と同

様の所見をみる．内外王法螂上皮及び蝕榔髄細胞は，回

状期に比し更に陽性度を増し，細胞内に黒色頼粒の累

積せる像をみる．前期と同様，外王法螂上皮は最も強い

が，これと共に砿子下へと伸びた舷榔索に一致して，

強陽性の所見を得る．Hertwig上皮鞘から，内砿榔上

皮にかけて，陽性頼粒が微細となり全般的に外磁翼下

　　　　　第7表　含硫アミノ酸の分布

1点状期
1

口腔粘膜上皮
歯　　　　　帯

歯　　　　蕾

外］法榔上皮

内舷螂上皮
Hertwig上皮鞘

敢　　榔　　髄

凶　　乳　　頭

周囲結合織

（甘）

（朴）

（督）

帽状期

（什）

（什）

（十丹）

（拝）

（絆）

（督）

（十）

（＋）

鐘状期

（什）

（甘）

（柵）

（荘）

（暮）

（昇）

（朴）

（＋）

　　　　　　第8図　　含硫アミノ酸の分布

1歯牙原基　　　 皿蕾状期

（什） 凝一・一（十十）

（督）
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皿　帽　状　期 IV　鐘　状　期
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皮に比し，陽性度低いといえる．歯乳頭部は，全般に

前期に比し陽性度上昇する．

　周囲結合織は弱陽性，散在性に陽性細胞を認め，血

管壁細胞成分は，中等度陽性を示す．

　§5．チロジンについて

　胎生激闘の蛋白組成アミノ酸の中，チロジンについ

て検索する．

O　実験方法

　チロジンの組織化学的検索には，Millon反応をあ

げ得るが，吾が大原・倉田の方法は，簡便にしてすぐ

れたものといえよう．即ち脱パラフィン切片に対して

0・2％α一Nitrosoβ一Naphtholの70％Alcoho1溶液

及び30％HNO3を用いて加熱処理することにより赤

色の陽性像をみる．この反応は三期に消回するので直

ちに鏡検する．　　’

o　実験成績

　1）蕾春期　隠士粘膜扁平上皮は，チロジン弱陽性

でわずかに榿赤色の色調を帯びる．

　間質において弱陽性の細胞少数散在する．

　三三上皮細胞にはやや陽性度高い細胞が混在する．

故に歯三部は他部口腔粘膜に比し，全般的に赤色調強

く認められる．

　2）帽状期　口腔粘膜及び間質結合織については，

前期と同様である．歯芽原基は全体的に陽性度増加傾

向がみられる．部位的に検討すれば，歯芽から砿榔帽

に向って漸次色調が濃厚となる．内外磁榔上皮は，共

に中等度陽性，王法螂髄細胞は弱陽性である．乳頭部で

は，弱陽性の細胞が密集してているため全体として可

成りチロジン含量大の如くみえる．特に王法二二近接部

では陽性程度強いといえよう．

　3）鐘状期　歯芽原基の分化がすすみ，舷榔帽完成

する頃になると各部の反応態度が可成り判然として来

　　　　　　第8表　チロジンの分布

ロ腔粘膜上皮
歯　　　　　帯

歯　　　　　蕾

外画塾上皮
内直弟上皮
H：ertwig上皮鞘

王法　　榔　　髄

歯　　乳　　頭

禽鳥結合織

蕾状期

　（＋）

　（十）

（＋）～（十）

帽漁期

（＋）

（十）

（＋）

（十）

（什）

（十）

（＋）

（十）

鐘治民

（＋）

（十）

　（十十）

　（十）

　（什）

　（十）

（＋）～（十）

　（十）

　　　　第9図　チロジンの分布

1歯牙原基　　　■蕾状期
　　威　　ヒ、
（十）　脇牽、’

轍蜘茎1錦・，、

毒巖
・　（＋）

冒噸膚嘔一一 i十）
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皿　帽　状　期 IV　鐘状　期

（＋）Ψ ﾖ1　き （＋）

》

、穿

　　・　　・、一一一（十）

一　　　　　　　一＿＿（十十）

　　　　一一一一一一（十）

　　　　　　　　一一（十十）

　　　　　一一　一一（十）

　、，騨　　　　・一一く什）

群・山開．．．．（＋）

る．歯帯の歯芽原基近接部これにつづく外砿榔上皮，

内王法榔上皮は可成りチロジン陽性の赤色調を帯びる．

特に内外砿榔上皮の謙転部即ち：H：ertwig上皮鞘にお

いては最も陽性度高いようである．砿螂髄細胞，歯乳

頭細胞は弱陽性であるが，細胞成分の密集している歯

乳頭では全般的に陽性度が強いようである．歯芽原基

周囲を包囲する結合織成分は，中等度陽性を示し，次

第に反応が弱化する．

　§6．塩基性アミノ酸について

　Tropaeolin　Oを用いて，アルギニン，ヒスチジン，

リジン等の塩基性アミノ酸を一括して組織化学的に検

索することが出来る．これら塩基性アミノ酸は組織構

成蛋白には，必ず含まれるべきものであるから，組織

各部が種々の程度に染色される．歯芽についてその陽

性度を部位的，時間的に追求してみよう．

O　実験方法

　ホルマリン固定の切片について0・5％Tropaeolin　O

の酸性溶液（pH　1．2～1．8）にて染色すると，反応陽

性部は榿黄色となる．

O　実験成績

　1）蕾三期　口腔粘膜は中等度～強陽性，特に基底

膜の陽性度著しい．重層扁平上皮の核及び原形質共に

強く，細胞境界も著明に着染する．その下層の結合織

も可成り強陽性である．

　歯状の原基では特にその基底細胞に強い．

　2）帽三期　口腔粘膜，歯帯更に外回螂上皮と連続

して強陽性を示す．星状の砿榔髄細胞は強陽性である

が，細胞が疎に散在しているために一見弱陽性の如く

にみえる．歯乳頭は弱陽性～中等度陽性である．

　3）鐘三期　桑弓粘膜，歯帯，敢螂上皮，砿螂髄の

陽性度更に増す．歯乳頭は，これらよりやや陽性度低

く中等度陽性の程度である．歯面原基周囲を囲面する

　　　　　第9表塩基性アミノ酸の分布

口腔粘膜上皮

歯　　　　帯

歯　　　　蕾

外舷榔上皮
内王法榔上皮
Hertwig上皮
鞘

王法　螂　髄

歯　乳　頭

周囲結合織

二男期

（十十）

（甘）

（十十）～（丹）

置型期

（十丹）

（十十十）

（督）

（十十）

（十十）

（十十）

（＋）～（什）

（十）～（十十）

鐘学期

（柵）

（柵）

（冊）

（柵）

（十掃）

借）

（十）～（甘）

（十）～（十D

工　歯　牙　原　基
第　10図
　　　　　∬　蕾

い㌧欝、、9い・こ勘嚇　　轡

状　期

ρ
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皿　帽　状　期 Iv　鐘状　期
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壌議影〆

結合織は強陽性，間質内の血管及びその中の血球も強

陽性を呈する．又骨組織（未だ化骨せず）では，その

基質は本反応強陽性である．

第4編　考

　歯芽の発生は先ず口腔粘膜上皮の一突出として始ま

るが，この上皮突起及び周囲結合織の複雑な分化によ

って砿螂器を形成し，更に石灰沈着を伴って象牙質，

王法榔質をつくりつつ歯牙の完成をみるに至る．

　この動的な形態変化に伴う諸物質の組織化学的変動

の中，先ずAlk．　P－ase及びR：NAについて注目した

い．

　Alk．　P－ase及びR：NAは共に，王法榔器形成をみる

時期に著明に増強し，且つ歯芽原基たる砿榔器は周囲

他組織に比して圧倒的に陽性度高い．

　先ずAlk．　P－aseについては，細胞増殖強い外敢榔

上皮では帽状期初期より強陽性，又磁螂髄中，細胞の

密集した王法榔索部の陽性度は顕著である．このことは

細胞増殖とAlk．　P－aseの：平行性を示している．歯乳

頭については帽状期より鐘状期に移行すると共に飛躍

的にAlk．　P－ase増強し，更にCa反応の所見と対比

すると敢螂質，象牙質形成にさきがけて，石灰化に関

与する部分にAlk．　P－aseの分布が濃厚となる．

　次にRNAに関しては，大体Alk，　P－aseと同義的

に説明し得る．即ち三三発生の初期，口腔粘膜上皮突

出の基底細胞層にRNAは頼粒状に著明に出現する．

帽状期，鐘状期とすすむと内・外班榔上皮のRNA陽性

度上昇し，特にその醗転部即ち変形運動著しいHert－

wig上皮鞘では，極めて強い陽性穎粒の累積をみる．

　Alk．　P－ase，　RNAは組織分化のための旺盛なる細胞

増殖に際して重要な意義をもち，組織分化が始まる

按

と，その時と場にAlk．　P－ase，　R：NAが急速に増量す

る．更にAlk．　P－aseは導師の石灰化を誘導し，且つ

これを調節しているものと思惟し得る。

　チスチン，チスティン，チロジン，塩基性アミノ酸

等はいずれも体蛋白構成因子として組織形成の素材と

なり得べきもので歯芽発生初期より可成り濃厚に存在

し，各部共経期的な著明な変動はみられない．

　糖蛋白体はCytol反応により検索出来るが，口腔

粘膜及び聯帯は初期より可成り濃厚な分布を示し，外

磁榔上皮及び内砿螂上皮のトームス氏突起に極めて著

明に分布している．周囲結組織は中等度陽性で，又下

顎或いは上顎の軟骨組織においては，軟骨細胞の原形

質中に濃厚な存在を認め，これはChondroitin硫酸

の豊富な所在を物語りその軟骨形成の機構を示すもの

と考えられる．歯乳頭においては糖蛋白体の分布が極

めて微弱である．搾乳頭部からは象牙質の形成が行わ

れるが，糖蛋白体の関与は割に少ないものと考えられ

る．一方王法榔質は造隷書細胞により形成されるが，そ

の前身たる内磁榔上皮トームス氏突起部にCyto1反

応強陽性であることより，糖蛋白体が何らかの意味で

磁螂質形成に関係していると推察する．

　グリコーゲンについては，ロ腔粘膜，歯帯，内・外

砿螂上皮に分布が強いが歯乳頭，周囲結合織と次第に

減少している，経期的消長をみると鉄榔器の形成初期

より漸次増強し，帽状期から鐘状期にかけて最も顕著

となり，鐘状期後期より全般的に減少傾向をとる．こ
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こに栄養源としてのグリコーゲンの意義を認めたい．

結

入胎児につき，乳歯4芽の発生分化の組織像を追求

し，上記有機，無機諸物質の組織化学反応を行った，

これら諸物質の，歯芽形態形成に伴う経期的変動を記

言

載し，検索諸物質相互の関連性につき考察を加えた．

　終りに御指導を戴いた恩師石川教授に深く感謝申し

上げます．
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